
事業所名：有限会社かねやま 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

野菜の販売と生産を通して、地域社会と食生活への貢献を掲げ、持続可能な農業生産モデルを

農家の皆さんと共に目指し、循環型農業と六次産業化への研究・投資を推進してまいります。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

社会 

☐経済 

寄贈・県の農業生産者の育成・県内

就職 資格者の雇用 就労継続支援

施設の活用を促進する。 

基準値 150,000円よ

り 10％増加 

※第一回提出資料

の単位に誤りがあり

ました。 

社会貢献活動費（寄

附・教育研修費等の

合計） 

167,940円【達成】 

環境 

☐社会 

経済 

持続可能な農業を目標に需要と供給

と安定した収益のモデル研究 

(生産ロスを減らす、工場ゴミの分別、

学べる環境整備) 

基準値 4,968kg より

2％削減 

生産ロス排出量年間

平均 4,137kg【達成】 

環境 

☐社会 

☐経済 

① 電気使用量の削減 

② 燃料使用量の削減、水使用量の

削減、水循環の確保 

① 基 準 値

294,171kwh より

1.5％削減 

② 基準値16985㎡

より 1％削減 

① 256,751kwh 【 達

成】 

② 20388 ㎡【未達

成】 

カット工場を広く

し、カット野菜の

製造量が増え、

それに伴い水道

使用量も増えた。 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

製造量や製造過程で出たゴミの排出量を管理し、自社にコンポストを設置、堆肥化したものを自

社農場で利用することで削減することが出来た。 

電力会社の変更、デマンド監視型装置を設置することによって電気の使用量が可視化でき、アラ

ートにより周知できるようになったため節電につながった。 

水使用量の削減については、カット工場の拡張に伴い製造量が増えたため達成することが出来

なかった。特に水使用量については立地条件が水道水のみの使用地域のため、大幅な改善の

見込みが見られない。必要な量を改めて見直すことを検討するつもりである。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

☐経済 

電気使用量の削減 

基準値年間 348,724kwh 

1年目 0.3％削減 

2年目 0.6％削減 

3年目 1％削減 

環境 

社会 

☐経済 

コンポスト活用による廃棄物の堆肥化 

基準値年間 97,393kg 

1年目 0.3％向上 

2年目 0.6％向上 

3年目 1％向上 
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環境 

☐社会 

経済 

車両の燃費向上 

基準値年間 14,295L 

1年目 0.3％削減 

2年目 0.6％削減 

3年目 1％削減 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

障がい福祉サービス事業所とパートナーシップを結び、利用者に就労及び生産活動の機会を提 

供している。農業者と共に地域への社会貢献、地域雇用への推進活動をしている。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


